
青森県における野生鳥獣による農作物の被害状況（平成３０年度）

１ 野生鳥獣による農作物被害面積及び被害額の推移

（１）全鳥獣による合計の被害面積は約２１ha、被害額は約５，６５０万円で、前年度に

比べると面積は約４割減少、被害額は３割減少となりました。

（２）鳥獣種別の被害額は、鳥類ではカラス、獣類ではニホンザル、ツキノワグマなどで

多くなっています。

（３）獣類の中で例年、被害の多いツキノワグマとニホンザルについては、前年度に比べ、

大きく減少しました。これは、例年被害が多い中南地域において出没頻度が下がった

ほか、電気さくの設置や追い払い、銃器・箱わなによる捕獲活動の一定の効果が出て

いるものと考えられます。

（４）一方、イノシシは、販売を目的とした農作物の被害は確認されていませんが、平成

２９年度以降、深浦町、大鰐町、弘前市、三戸町で自家用農作物への食害等があり、

県内の複数市町村で目撃情報が確認されています。

また、アライグマは、これまで県南地域では被害が確認されていませんが、平成

３０年度に専門家による生息状況調査を実施したところ、生息の痕跡が確認され、今

後、これらの鳥獣による農作物被害の拡大が懸念されています。

表 野生鳥獣による農作物被害の推移 （単位：ha、万円）

被害面積 被害額 被害面積 被害額 被害面積 被害額 被害面積 被害額 被害面積 被害額 被害面積 被害額

① カラス 9.23 2,723 10.57 3,629 7.64 2,699 5.42 2,276 5.29 2,395 98% 105%

③ ムクドリ 0.77 281 1.02 388 1.97 827 1.26 518 1.32 603 105% 116%

④ ヒヨドリ 0.78 282 1.93 779 2.02 842 1.03 423 1.10 508 107% 120%

カモ 6.65 591 7.11 506 6.01 322 6.35 356 2.53 224 40% 63%

スズメ 2.16 342 2.26 388 1.39 225 0.18 69 0.99 174 550% 253%

その他鳥類 0.50 62 0.50 62 1.40 64 0.20 23 0.33 38 165% 169%

20.09 4,280 23.39 5,752 20.43 4,978 14.44 3,665 11.56 3,943 80% 108%

② ニホンザル 11.90 1,822 8.23 1,841 5.07 1,233 6.77 1,525 2.71 679 40% 45%

⑤ ツキノワグマ 11.24 1,516 5.66 963 5.90 1,104 12.28 2,121 5.01 500 41% 24%

カモシカ 0.65 49 0.48 166 0.37 142 0.36 133 0.42 285 117% 214%

アライグマ 1.12 375 0.79 254 0.77 246 0.54 168 0.45 154 83% 91%

イノシシ 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 － －

ニホンジカ 0.00 0 0.12 24 0.10 6 0.10 6 0.00 0 0% 0%

その他獣類 0.65 379 5.36 658 0.92 254 1.21 201 0.70 89 58% 44%

25.56 4,141 20.64 3,905 13.13 2,985 21.26 4,154 9.29 1,706 44% 41%

45.65 8,421 44.03 9,657 33.56 7,963 35.70 7,818 20.85 5,649 58% 72%

(2015) (2016) (2017) (2018) (2018/2017)

※調査は、国の「野生鳥獣による農作物の被害状況調査要領」に基づき、自家消費用の作物を除く農作物を対象

※端数を四捨五入しているため、内訳と合計の数値が一致しない場合がある。また、対前年比も同様の理由で、割合が異なる場合がある。

※被害順位は、H30年度被害額による。
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２ 品目別被害状況

品目別の被害額は、果樹が約３，３４０万円で最も多く、次いで野菜の約１，６３０

万円となっており、果樹と野菜で被害額の約９割を占めています。

このうち、果樹の被害額は、カラス約１，７００万円、ムクドリ約６００万円、ヒヨ

ドリ約５１０万円の順に多く、これら３鳥類の合計で果樹全体の約８割を占めています。

３ 地域別被害状況

地域別の被害額は、三八地域の約３，６７０万円（前年度比１２８％）、西北地域の

約９６０万円（同６９％）、中南地域の約７４０万円（同２５％）の順に多く、これら

３地域で県全体の約９割を占めています。

前年度に比べ、中南及び西北地域で大きく減少した一方で、三八地域で増加しました。

3,339 万円、59% 1,629 万円、29%

407 万円、7% 274 万円、5%
【品目別被害状況】

果樹

野菜

稲

その他

1,699万円、51% 603万円、

18%

508万円、

15%

266万円、8%

165万円、5% 99万円、3%

【果樹の鳥獣種類別被害状況】 カラス

ムクドリ

ヒヨドリ

ニホンザル

ツキノワグマ

その他

3,668万円、65% 958万円、

17%

738万円、

13%

192万円、3%

48万円、1%
46万円、1%

【地域別被害状況】 三八

西北

中南

下北

上北

東青


